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2017年度基本要求提出交渉

スマート県庁大作戦「残業ゼロ」の取組み成果はいつ出るの？

労働時間を適正に把握するには、勤務日ごとに始業・終業時刻の確認と記録が必要です！

自治労県職労は10月24日、労務担当局長に対して、2017年度基本要求提出交渉を行いました。
12月に回答交渉、1月には支部代交渉と最終交渉を予定しています。

参加者の主な発言内容（要旨）
１ 過重労働の撲滅

○「スマート県庁大作戦」で提唱している「残業ゼロ」に向けて、具体的な方策を明らかにすること。

○厚生労働省通知に基づく「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置」について、実効性のある施策を実施すること。

○予算編成作業について、財政課幹部は職員が負担する労力や時間はコストであるという意識を常に持ち、予算編成に係る作業内容を組合と協議したうえで明文化すること。

○過重労働撲滅に向けて、一歩踏み込んだ政策を。

２ 人員の配置

〇常態的な超勤職場には適正な人員配置を行うこと。

○職業訓練指導員について、最低限現在の欠員分を正規職員で配置するために、2017年度以降も採用を拡大してほしい。年齢制限の撤廃も求める。

○児童相談所への虐待相談件数は右肩上がり。職員の過重労働・メンタル不全の実態はまったく改善されず、組織不全を引き起こしている。過重労働を解消できるだけの増員を。

○再編統合した県税事務所や保健福祉事務所の業務に支障が生じないよう必要な人員配置を。特に、副所長と管理課長の兼務を解消すること。

○本庁庁舎の改築・新築にあたり関連業務が増加している、庁舎管理課や施設整備課の増員を。過重労働が改善されるまでは、不要不急な庁舎開放、イベント等は行わないでほしい。

３ メンタルヘルス対策

〇職員健康管理センターの産業医を専任化し、産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、総合的なメンタルヘルス対策の確立を。

○現職死亡やメンタル不全、公務災害が発生した所属については、職場の問題点の洗い出しを行い、早急に対策を講じること。

４ 職場環境の整備

○本庁庁舎の耐震工事等に伴い、騒音、振動、異臭が日常的に発生し、まるで工事現場の中で仕事をしているようだ。電話の応対にも支障が出ているので、改善を求める。

○トイレの洋式化を進め、ウォシュレット・消音装置を配備してほしい。

５ 行政システム改革等

〇津久井やまゆり園での事件を踏まえ、指定管理者制度について全般的な検証を行う必要がある。

〇財団法人神奈川科学技術アカデミーの地方独立行政法人への「統合」にあたっては、設置者として県が責任を持って、当該職員の雇用、賃金・労働条件等を保障すること。

６ 再任用制度について

〇扶養手当、住居手当等の支給を求める。

〇一時金の支給月数を現役と同様にしてほしい。

〇人事評価については、県労連で確認したとおり、１年実施後の検証をきちんと行い、必要な改善を。

７ 臨任・非常勤職員の課題

〇一方的な雇い止めを行わないこと。

〇臨時的任用職員について、次の雇用までの間の空白期間をなくすよう求める。

○非常勤職員の療養休暇の有給化を早期に行うこと。

８ 自治体最低賃金及び公契約条例の制定

〇公契約条例の早期制定を求める。

〇「指定管理」を含め、委託料の積算にあたっては、人件費の単価を県職員の平均賃金とすること。

９ ノーマライゼーションの推進

〇通勤手当については、当局が考える合理的なルートにより認定されるため、職員の持ち出しが出ている場合がある。障害当事者が安全に通勤できる経路で認定してほしい。

○職員が自動車で出張し、高速道路料金や駐車料金を負担した場合には、その全額支給を。

〇障害の進行によって業務遂行が困難になり、ワークアシスタントの配置を希望している職員がいる。障害者差別解消法の精神に従い、誠実な対応を。


自治労県職労は10月24日、調整額見直しに関する第4回交渉を行いました。

今回も当局回答に前進は見られず、現場実態や職務の困難性を強く主張し、当局に再考を求めました。

	所　　属
	対象職員
	現行
	当局提案
	提　案　理　由
	組合の主張

	保健福祉事務所
	診療放射線技師

診療エックス線技師
	１
	廃止

→日額特勤
	・年間撮影数の減少

・被ばく線量も少ない。
	・兼務先の総合療育センターの業務の困難性を見るべき。

	動物保護センター
	狂犬病予防員等
	２
	廃止

→日額特勤
	・野犬の捕獲件数が減少し、調整額の対象となる業務の頻度が低下
	・捕獲時の危険性に変化はない。危険なのは捕獲時だけではない。

・猫の引取り業務も危険。

	さがみ緑風園
	介護を伴う生活指導の業務に常時従事する生活指導員・生活指導補助員
	４
	３
	・民間の関係施設における介助技術のノウハウ等が向上し、さがみ緑風園の困難性は相対的に低下している。

・平成26年のあり方検討会で指定管理者制度導入が指摘されたことからもわかる。

・社会情勢の変化や今日的観点から見直す必要がある。

・入浴装置やソフト食の導入、便座の昇降による業務の負担軽減があげられる。
	・さがみ緑風園自体の困難性が低下しているという具体的な根拠がない。

・業務の負担軽減がされたのは全体から見てどの程度か、明確な説明がない。

	
	上記以外の生活指導員・生活指導補助員（ホーム長、班長）
	３
	２
	
	

	
	生活指導員（課長）
	２
	１
	
	

	
	生活指導員（部長）
	１
	廃止
	
	

	新児童自立

支援拠点施設
	情緒障害児

短期治療施設
	－
	２

(課長補佐１)
	・他県の同等施設の状況、職員に対する暴力等への対応の困難性がおおいそ学園に類似している。
	・他県の状況や想定される困難性を踏まえれば、4～5が相当

・心理治療や薬物治療を行う施設。おおいそとは違う。

・暴力や暴言など、表に現れる現象は似ているかもしれないが、内在する要因が違う。

	所　　属
	対象職員
	現行
	組合要求
	組合の主張
	当局の考え方

	児童相談所
	一時保護所
	１
	２
	・困難性が著しく増加していることは、厚木児相問題での第三者委員会の報告でも明確

・虐待や貧困、生活保護世帯の増大など、社会情勢は大きく変化、現場の過酷な状況をもっと認識すべき。

・交代制勤務のみが困難ではない。日勤でありながら24時間対応を迫られる勤務実態に着目すべき。

・身体的介助の尺度はあてはまらない。困難性に着目を。
	・身体的介助を主眼において他施設との比較をし、一時保護所の現行調整数を設定した。改善は困難。

・一時保護所以外については、福祉職給料表を適用しつつ、特に困難性を見出した上で手当を支給している。調整額化は困難。

	
	一時保護所以外
	－
	１
	
	


10月20日（木）～

県労連　賃金確定交渉を開始
県人事委員会勧告を受け、県労連は10月20日、「15項目110課題」にわたる賃金確定等要求書を副知事に提出し、10月25日には、この要求書に対する回答交渉が行われました。
冒頭のあいさつで県労連芹沢議長は、「人事委員会勧告の尊重がなければ、職員のモチベーションは上がらない。」と述べました。

自治労県職労米倉委員長は、「配偶者手当の見直しは拙速。長時間労働は改善しなければならない喫緊の課題、当局には職員の労働時間管理を適正に行う責任がある。」と発言しました。
これまでの交渉において副知事は、県の財政状況の厳しさを強調、要求事項に対する具体的な回答は、10月27日（木）に行われる県労連幹事団交渉からスタートします。

自治労県職労は、11月15日の最終交渉まで、５単組の統一と団結のもと、確定闘争勝利に向けてねばり強く交渉を展開します。
◇要求項目

１．2016年度給与改定

２．賃金水準の確保

３．人事評価システム、勤務成績の処遇・給与反映の課題

４．労働時間の短縮・休暇制度の拡充

５．福利厚生の充実

６．大規模災害時等における対応

７．仕事と家庭の両立支援の拡充

８．労働安全衛生・職業病対策

９．メンタルヘルス対策

10.人材育成マスタープランの改善

11.公務災害の認定のあり方の改善、事務の簡素化等
12.県政における男女平等参画の推進

13.ハラスメントの防止

14.再任用・臨時職員等の労働条件改善

15.高齢雇用施策


県労連要求実現署名

全員で取り組もう！


２０１６賃金確定闘争日程

県労連支部代交渉報告集会

○日時：10月31日（月）17時30分～

○会場：横浜公園

自治労県職労総決起集会

○日時：11月２日（水）18時30分～

○会場：波止場会館3階中会議室

県労連総決起集会

○日時：11月9日（水）18時30分～

○会場：関内ホール（馬車道）

組合員も、組合員以外の方も、ぜひお立ち寄りください！














































交渉の最新情報がわかります♪











調整額見直し第4回交渉を実施


現場実態を訴え、当局に再考を求める！








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































